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梁
田
邦
美
…
仕
赤
石
侯

梁
田
象
水
撰
「
顧
考
赤
石
教
授
蜆
巌

府
君
行
述
」

（「
蜆
巌
集
」
〈
前
編
八
巻
後
編
八
巻
十
六
冊
。
党
保

二
年
＼
安
永
九
年
刊
〉
後
編
附
緑
、
「
史
氏
備
考
」
巻
九
な
ど
。

以
下
「
行
述
」
と
略
す
。
）
に
「
府
君
字
ハ
漿
鸞
。
諒
ハ
邦
美
。
初
ノ

應

邦

彦
。
産
弄

武
州
ー。
…
因
テ
自
馳
娩
巌
一。
藤
姓
梁
田
氏
」

と
あ
る
。
ま
た
、
「
梁
田
先
生
蜆
翁
邦
美
猫
硯
」

（黒
田
義
隆
編

「
梁
田
蜆
巌
全
集
」
〈
平
成
八
年
刊
〉
所
収
「
象
水
集
」
に
拠
る
。

以

、

「

砺

」

と

略

す
）
に
「
顧
考
名
邦

。
字
禁
鸞
。
銚

一

梁
田
邦
美
本
及
邦

bo宅
景
鸞
4
宅
オ
右
術
閃
晃
免

嵐
瓦
戎
ん
仕
沐
石
馬

■梁
田
蜆
巌
（
巻
六
）

雅

俗

の

メ

先

哲

叢

談

緊

議

I

梁
田
蜆
巌
—
ー

蜆

巌

。
又

臭

直

虞

。
藤
姓
梁
田
氏
。
初
稲
ーー
オ
右
衛
門

ー。

後
請
レ
老
改
一ー
蜆
翁

ー。
…
生
ーー
子
江
戸
神
田

一享
保
四
年
己亥
夏
゜

為
二
赤
石
教
授
―」。

寛
文
十
二
年
正
月
二
十
四
日
生
、

宝
暦
七
年

七
月
十
七
日
没
、
八
十
六
歳

（「
墓
砥
」
）。

硲
所
は
兵
庫
県
明
石

市

。

税
巖
生
況

5

f

ず
裁
あ
屯
尤
ぷ
箪
．
 

t記
ぎ
切
宕

オ
記
が

g

i

Ml

鮒
生
が
記
ぶ

ふ
＿
白
r

g

心
．
凡
為
之
培
彦

q
 

餃
‘
邪
此
冷
曰
請
涎
巖
示
1

斎
を
盆
喜

是
』
入
．
栴
積
之
枷
一
杖
杖
[

＾
永
亥
糾
者
t

礼
む
税
巖

119人
喝
凡
疾
戊
先
渭
，陸

猜
須
士
ftt-命
人
常
史
主
な
累
文
恙
孔
糸
令

＾
連
載
そ
の
十
＞
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蜆
巌
生
…
人
見
鶴
山

人
見
鶴
山
は
人
見
竹
洞
°
匹
症
府
仙
官
。

党
永
十
四
年
十
二
月
八

H
生
、
元
禄
九
年
正
月
十
四
日
没
、
六
十

歳
。
蜆
巌
が
竹
洞
の
門
人
と
な
っ
た
こ
と
は
「
行
述
」
「
i

基
硲
」

「
梁
田
邦
美
自
叙
他
」

（「
梁
田
蜆
巌
全
集
」
所
収
、
以
下
「
自
叙

伝」
）
な
ど
で
確
認
で
き
る
が
、
入
門
し
た
年
齢
に
関
し
て
は

「十

一
歳」

（「
行
述
」
）、
「十
二
」
（「
墓
砥
」
「
自
叙
伝
」
）
の
二
説

に
分
か
れ
る
。

年
二
十
六

蜆
巌
二
十
六
歳
は
、
元
禄
卜
年
。

介
鶴
山
見
白
石

白
石
は
新
井
白
石
。
匹
布
府
低
官
。
明
暦
三
年

二
月
十
日
生
‘
]
早
保
十
年
五
月
十
九
日
没
、
六
十
九
歳
。
「
行
述
」

に
「
府
君
年
廿
六
。
囚
『
田
伯
隣
ー、
始
品
炉
公
」
と
あ
り
、
師
鶴

山
の
紹
介
に
よ
り
白
石
に
謁
し
た
と
す
る
本
文
と
麒
顧
す
る
。
鶴

山
は
、
元
禄
九
年
正
月
十
四
日
に
没
し
て
い
る
の
で
、
鶴
山
即
ち

竹
洞
を
介
し
て
白
石
に
面
謁
し
た
と
い
う
の
は
念
斎
の
誤
記
。
白

石
の
裔
弟
で
あ
る
田
伯
隣
の
仲
立
ち
に
よ
り
白
石
に
見
え
る
機
会

を
得
た
と
す
る
「
行
述
」
の
記
述
に
よ
っ
て
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

田
伯
隣
は
、
益
田
鶴
楼
。
漢
詩
人

・
薬
商
。
生
没
年
未
詳

（補
註
）。

白
石
不
妄
容
人

「
行
述
」
に
「
公

（田
滋
註
ら
白
石
の
こ
と
）

性
簡
重
。
高

持

風

裁

。
不

妄

二
容

接

」
と
あ
る
。

蜆
巌
既
…
復
信
此
邦
神
道

伊
洛
学
は
朱
＋
学
、
即
ち
朱

f
学

獨
異
蜆
巌
之
オ
…
見
中
底

「
行
述
」
に
「
公
見
而
奇
乃
其
文
ー、

延
函
g
-

．門
賓

、
恕
款
雙
至
。
乃
毎
二
為
レ
詩
為
；
文
、
諏
就
而

質硲＂」

。
白
石
編
「
停
雲
集
」
（
享
保
三
年
序
、
二
巻
二
冊
）
に
は
、

木
下
順
庵
門
下
の
作
を
中
心
に
二
四
名
の
作
品
二
六
0
首
を
収
め

て
お
り
、
そ
の
う
ち

ニ
ニ
首
が
蜆
巌
の
作
。
同
世
中
、
蜆
巌
に
註

し
て
「
娯
鸞
少
ンーア
翌

材

ヲ
聞
ュ。

歴
↓
叱
列
国
i

一
宦
I
湘
不
レ
遂
゜

在
盃
型
翌
文
章
ー
甚
I
冨
」
と
い
う
。

江
祁
北
海
日
…
復
云

江
祁
北
海
は
仙
者
。
正
徳
三
年
十
月
八

日
生
、
天
明
八
年
二
月
二
日
没
、
七
十
六
歳
。
北
海
と
そ
の
弟
消

田
像
斐
は
、
明
石
に
お
い
て
蜆
巌
と
忘
年
の
交
を
も
っ
た
。
こ
の

箇
所
、
北
海
著
「
日
本
詩
史
」

（明
和
八
年
刊
、
五
巻
三
冊
）
巻

四
よ
り
引
用
。
張
茂
先
は
帳
華
。
西
晋
の
名
将

・
学
者
。
陸
士
衡

は
陸
機
。

晋
の
詩
人
。
〈
本
文
異
同
〉
頑
蜆
巖
之
集
—
ー
今
誼
其

集
。

蜆
巌
用
オ
—
ー
蜆
岩
川
ャ
。
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少
峙

i
羹
忍
贔
ぎ
・
労
将
戒
七
ぎ
盆
議
悌
頂

烈
久
人
衷
言
羨
及
．
周
玲
．
赤
克
謝
丸
況
心
絨
田
心

K
舶

奇
屯
川
払

o, 間
上

ノ
宙
r
赤^石，

)
 

§
 

韻
一
疵
命

郭
架
迄
入

を
奉
ず
る
竹
洞
に
師
事
し
た
こ
と
を
い
う
。
ま
た
神
道
を
信
奉
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
行
述
」
に
「
初
メ
在
こ
都
下
＼
従
：ー
横
111岱

永
氏
．爪子
；
神
道

↓。

後
入
工
n
川
家
之
門
＼
聞
ー一
惟
足
氏
之
説
＼

講
習
日
本
紀
中
臣
祓
等
-o

又
諒
山
崎
垂
加
翁
所
い
神
喰
l

I

、
頗

左
担
ス
其
認
」
と
あ
る
。

博
讀
繹
典

「
行
述
」
に
「
壮
歳
参
勝
林
ノ
中
華
和
尚

．
ooo
.

同
悟
大
悶
等
ノ
諸
録
＿」
と
あ
る
。

宣
聖
之
学
…
不
相
悸

「
行
述
」
に
見
え
る
。
〈
本
文
異
同
〉
鼎

足
不
相
悸
ー
ー
器
相
為
鼎
足
、
而
不
相
杵
゜

少
時
専
談
武
説
兵
…
烈
丈
夫

こ
の
条
「
為
覇
低
」
ま
で
、
「
行

述
」
よ
り
抄
t
l
。
ま
た
「
梁
田
氏
家
譜
序
」
（
「
蜆
巌
集
」
後
編
巻
五
）

に
「
元
禄
初
、
災
未
レ
仕
在
江
束
↓。

拙
慨
尚
ヒ
気
節
．、
見
：
ハ
侯

凱
人

→輯
懇
嘔
卜。
桶
落
ノ
人ニ
ハ

而
一
面
定
〗
交。
又
嘉
ぶ
典．
『

剣
客
兵
家
諸
汲
傑
函
町
ヒ
…
」
と
あ
る
。
蜆
巌
が
議
論
を
交
わ
し

た
相
手
と
し
て
「
行
述
」
に
は
、
例
え
ば
兵
家
で
は
高
田
閑
甫
．

本
多
鼠
生

・
高
松
正
春
、
剣
客
で
は
真
里
谷
某

・
伊
庭
是
水

・
竹

光
柳
風
軒
、
駁
師
で
は
斎
藤
定
易

・
根
岸
某
と
い
っ
た
人
物
が
挙

げ
ら
れ
る
。

言
或
…
川
中
島
等
事

こ
の
ほ
か
、
「
行
述
」
で
は
、
「
織
田
信

長
桶
狭
間
」
の
後
に
「
信
玄
氏
ノ
戸
石
」
が
挙
が
る
。

年
四
十
八

蜆
巌
四
十
八
歳
は
、
享
保
四
年
。

事
赤
石
侯

赤
石
侯
は
播
磨
明
石
藩
主
松
平
直
常
。「
行
述
」

に
は
「
享
保
己
亥
ノ
夏
、
応
巫
1

仕
．ン
赤
石
…
」
と
あ
り
、
「
自
叙
伝
」

に
は
「
享
保
四
年
己
亥
夏
、
為
我
先
君
要
体
公
盃
炉
辟
、
以
万

月
支
二
十
口
↓
之
：
赤
石
教
授
ス
邑
ノ
人
士
一
」
と
あ
る
。

先
是
…
壁
立

「
日
本
詩
史
」
巻
四
に
「
少
時
負
レ
オ
ヲ
、
不
レ

闊

小

節
り。

故
二
筑
仕
数
鉄
ス
。
屈

遇

困

皿
一ー
、
家
徒
四
罹
」
と

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
条
に
続
い
て
引
か
れ
る
二
詩
も
、
そ
の
掲
載
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順
序
が
前
後
し
て
は
い
る
が
、
と
も
に
「
日
本
詩
史
」
巻
四
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
蜆
巌
の
仕
官
に
つ
い
て
は
、
「
自
叙
伝
」
に
詳

し
い
。
元
禄
元
年
、
蜆
巌
父
勝
秀
の
主
君
で
あ
る
蒔
田
定
行
は
、

勝
秀
へ
の
俸
禄
の
代
わ
り
と
し
て
、
娩
巌
を
加
賀
侯
の
偽
官
に
推

す
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
、
加
賀
藩
留
守
居
役
津
田
某
と
会
し
、

約
し
た
蜆
巌
の
雇
用
条
件
は
、
月
俸
百
口
あ
る
い
は
三
百
石
を
賜

わ
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
加
賀
藩
家
老
多
賀
信
濃
に
通
達
さ

れ
た
。
元
禄
四
年
正
月
、
定
行
が
死
去
、
同
七
月
蜆
巌
は
加
賀
侯

に
初
め
て
拝
謁
す
る
。
さ
ら
に
同
年
十

一
月
に
は
父
勝
秀
も
死
去

し
た
。
そ
し
て
翌
々
年
、
漸
く
仕
官
が
叶
う
は
こ
び
と
な
っ
た
が
、

そ
の
俸
禄
は
月
俸
ト
ロ
及
び
年
毎
の
学
打
金
三
卜
両
と
、
先
の
約

束
と
は
大
い
に
追
う
も
の
で
あ
っ
た
。
蜆
巌
は
、
初
め
の
拝
謁
か

ら
二
年
も
の
間
放
四
さ
れ
、
大
変
な
負
偵
を
抱
え
て
い
た
た
め
、

加
賀
藩
を
致
仕
し
、
兄
毅
齋
と
同
様
、
舌
耕
に
て
生
活
を
立
て
る

よ
う
に
な
っ
た
。
元
禄
十
年
、
加
納
藩
の
世
子
戸
田
光
熙
の
仙
師

と
し
て
月
俸
三
ト
ロ
で
迎
え
ら
れ
た
。
蜆
巌
ニ
ト
六
歳
の
こ
と
で

あ
る
。
十
年
間
仕
え
た
が
、
宝
永
三
年
、
病
を
理
山
に
致
仕
。
享

保
四
年
に
明
石
侯
か
ら
召
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
四
度
も
火
災
に

あ
い
、
さ
ら
に
妻
帯

（正
徳
二
年
）、
長
男
も
生
ま
れ

（同
三
年
）、

そ
の
困
窮
ぶ
り
は
い
よ
い
よ
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

其
詠
：
徐
文
長
集
半
部

「
詠
雪
井
序
」
は
「
蜆
巌

4
」
前
希

巻
三
所
収
。
正
徳
三
年
十

一
月
二
十
九
日
の
作
。
「
徐
文
長
集
」

は
明
の
徐
消
の
詩
文
集
。
三
十
巻
。〈
本
文
異
同
〉
徐
文
長
集

I

文
長
集

又
嘗
…
猶
突

Ill之
句

「
不
能
買
書
」
は
「
蜆
巌
集
」
前
編
巻

三
所
収
。
「
鋭
巌
集
」
で
は
、
詩
題
の
下
の
小
字
註
に
「
正
徳
中

在
東
都
作
」
と
あ
り
、
蜆
巌
が
加
納
藩
を
離
れ
た
後
の
最
も
荘
し

い
時
期
の
作
と
知
ら
れ
る
。〈

文
異
同
〉
な
し

-̂AO以
＾
石
凡
蘭
＾
如
＿
丸
患
凡
ギ
息
古

か
ヂ
竹
生
島
似
な
3

｛
四
座
各
炭
＾

嘗
小
…
四
座
驚
歎

「
梁
田
蜆
巌
全
集
」
附
緑
皿

梁

田

蜆

巌
研
究
「
逸
事
」
に
「
「
其
才
俊
敏
」
、
「

一
日
友
を
會
し
て
詩
を

賦
せ
り
。
時
に
或
人
石
見
騒
如
硯
の
封
句
を
求
む
。
衆
苦
思
す
れ

ど
も
未
だ
得
る
こ
と
能
は
ず
。
蜆
厳
徐
に
答
へ
て
曰
く
、
竹
生
島

似
笙
と
。
一

座
晩
梢
せ
り

（明
石
志
）」

と
あ
る
。
な
お
「
日
本

仙
林
談
」

（

理
図
ド
ロ
館
蔵
）
で
は
、
こ
の
条
に
「

LI
碑
」
と
の
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一
,．
 

羞
瓜
危
鉛
を本

来

州

一
立
大
ふ
知
狛
酎

？
瓜
白
心
を
公
瓜
副

狐
ダ
吹
呂
皮
力
飩

誓
ハ
色
冬
鵞
餃
必

、上・

屯

む

蜆
巌
以
詩
…
為
門
戸

「輿
湖
玄
岱
」（
前
編
巻
1

ノ
）
に
「
伎
カ

詩
屈
変
ス
、
毎
二
変
スル
欲
ス
梵
[‘ノト
人
ヲ。

追

一為
立
哀
中
郎
↓
、
又

湖
ァ

為
徐
文
長
…

近
歳
忽
悟

豆其
非
→
断
然
トシ
テ

以
面
~
盛
唐→

為

表

準
↓
、
弁
州
済
南
ヲ
為
二
門
戸
一
」
と
、
「
欧
蘇
」
即
ち
宋
の

歌
陽
脩
、
麻
束
披
か
ら
「
弁
州
済
南
」
即
ち
明
の
王
世
貞
、
李
攀

糀
に
至
る
ま
で
、
自
ら
の
好
尚
の
変
化
を
述
べ
た
条
り
が
あ
る
。

ま
た
「
日
本
詩
史
」
巻
四
に
も

「余
按
スルニ
蜆

岩

詩

閤

変

ス。

げ
き
人
れ
が
あ
る
。

為
レ
唐
卜
為

．宋
元
●
、
為
：
初
明
卜
、
為
七
子
↑
、
為
：
徐
文
長
●
、

為
哀
中
郎
●
、
為

．鋒
證
．」

と
あ
る
。
他
に
も
詩
風
の
変
化
に

つ
い
て
は
後
出

「復
嗚
鳳
卿
」
の
引
用
箇
所
の
直
前
で
も
同
様
の

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

復
鳴
帰
徳
書

「鋭
巌
集
j

後
編
巻
之
七
所
収
「
復
嗚
鳳
卿
」

の
こ
と
。
嗚
帰
徳
は
成
島
錦
江
。
低
者
。
名
信
遍
、
後
に
鳳
卿
。

字
帰
徳
。
元
禄
二
年

一
月
卜
五
Fl
生
、
宝
暦
十
年
九
月
ト
JL
日
没
、

七
ト
ニ
歳
。

一
旦
…
柔
吻
也

〈
本
文
異
同
〉一

旦
大
夢
党
。
宿
醒
解
乃
断

然
以
開
天
為
関
。
ー
ー
及

一
且
大
夢
覚
宿
醒
解
。
乃
知
為
風
雅
中

罪
人
。
且
悔
且
愧
。
断
以
開
天
為
関
。

〈
参
考
文
献
〉
「
蜆
巌
梁
田
邦
美
」

（

育
委
貝
会
他
）

徳
田
武
注
「
江
戸
詩
人
選
集
第
二
巻

梁

田

蜆

巌

・
秋
山
玉
山
J

(一

九
九
二
年
刊

・
岩
波
魯
店
）

徳
田
武
著
「
江
戸
詩
人
伝
」

(-
九
八
六
年
刊
・

ぺ
り
か
ん
社
）

黒
田
義
隆
編
「
梁
田
蜆
巌
全
集
」

（平
成
八
年
刊

・

九
六
五
年
刊
、
兵
崩
県
教
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野
口
泰
信
）

【
補
注
】
高
橋
昌
彦
「
高
野
蘭
亭
伝
孜
（
上
）
」
（
「
語
文
研
究
」

六
十
号
、
一
九
八
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
鶴
楼
の
没
年
を

元
文
二
年
と
推
定
。
ま
た
、
成
島
錦
江
「
鶴
楼
伝
」

（
『
事
実
文
編
』
雑
絹
六
）
に
、
享
年
六
十
五
歳
と
あ
る
。

（
田
邊
菜
穂
子
）
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